
箱根木地細工の創始 とその背景について 一〈1>一
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小 田原市及び箱根町方面で製造 され,一 般 に箱根 細工

(箱根物産)と 呼称 されてい る木工製品には,挽 物(轆

轤)技 術を中心 とした豆茶器 ・組子 ・玩具な ど,指 物技

術 を主体 とした ものには,木 象嵌 ・寄木細工 ・小指物 ・

トリック箱 ・組木 な どがある。又漆工技術 の面で も優秀

な轆轤技 術を駆 使し,精 巧 に磨 きあげた木地上V',木 目

を生か した慴漆手 法が特技 とされ,欅 材 を使用 し盆 ・茶

托 ・茶櫃 な どの生産が さかんであ る。更V'最 近 では,サ

ラダボール ・キ ャビネ ッ ト・室内装飾 品な どの製産額 も

上 昇してい る。 以上の如 く箱根物 産の種類 は極 めて多岐

Y'亘 ってい る。

これ等木地工芸品 の大部分は,旧 東海道の宿場町 と共

に発展 し,明 治 以降 は箱根全山 はもとよ り,熱 海 ・湯河

原等 の観光地 とも密着 し,時 代 の変化V'対 応 し な が ら

も,旧 来 の伝統 を守 りぬいて きた神奈川県を代表す る伝

統工芸 品であ り,最 近 では国 内全域 は勿論 のこと海外 ま

で販路を拡大 し好評 を博 してい るo

現在箱根物 産連 合会傘下 に14組 合1),企 業総数308,従

業 員総数1,936をx総 生 産額 も982,089万 円(昭 和

51年 度)に 達し,特 色ある地場 産業 としても発展 の基礎

を固めつsあ る。

皿

箱根物産中で も,特 に挽物細工は,轆 轤を用い挽刳す

るもので,古 い伝統を有してい る。 これ ら箱根木地 師に

関す る文古書資料 としては,新 編相模風土記稿巻27に,

弘治2年 の後北条 氏印判状2通2)3),及 び鎌倉東慶 寺大工

棟梁金子 氏文書4)が 知 られ ている。 その他小 田原市早川

所在 の紀伊神社 に関す る「木宮大権現 由来記5)」をあげ る

こ とがで きる。 これは木地 祖神,小 野宮惟喬親王Yy`.関す

る もので,一 般V'「 親 王縁起」 と称す るものだが,木 地

師 根元地であ る滋賀県神崎郡永 源寺町の蛭 谷 ・君が畑を

中心Y'伝 承 され てきた一般に知 られている 「親王縁起」

とは極めて異型 のものである,こ の点につ いては後述す

る。

これ らの伝承は所謂 「貴種 流離譚 」 とで も云 うべ きも

ので,「 三代実録」 「元亨訳書」「江談 抄」「伊勢 物語」

「土佐 日記 」 「今昔物語集」「大鏡 」「平家物語」等の中

で も説 話化され てい る6)。 この点か ら 「親王縁起」につ

いては,当 然のこ とながら,史 実 とデ フ ォル メされた部

分 とを分離 して考}ね ぽな らない のは当然 のことだが,

近世は於け る木地師の生活 の中Y'は,こ れ らデフ ォル メ

された ものも真実 として信 じなけれ ぽ生活 出来 なか った

点 のあ ることも考慮しなけれ ぽならない。

西相模か ら東伊豆 にかけては 「木 ノ宮 」「来 ノ宮」「貴

ノ宮」な ど 「キ ノ ミヤ」系神社及 び 「紀伊神社」 の分布

頻度の極 めて高い 地 域である7)。 西伊豆 で も 妻 良,松

崎,土 肥V'同 系統の神社 が分布 している。

「キ ノ ミヤ」系神の由来V'つ いては,新 に他所か ら到

来 した今来 の神社を祀 る神社 とも考え られ る。 これ ら同

系統 の神社y`よ く見 られる老 樟木の存在 は,そ れ等 の神
おぎしろ

の漂着 時の 目標で ある 「招代」が神 木化され,更V'樹 霊

信仰 と給 合し 「キノ ミヤ」の社号を生んだ もの と思われ

る。祭神 も五十猛神,句 句迺馳命(木 霊)と な っている

ところが多い8)。

早川紀伊神社

以上の如 く,相 模湾岸か ら伊豆半島にかけ て,多 く分

布す る 「キ ノ ミヤ」系神社の 由来について は,不 明の点

が多いが,紀 伊神社 の存在か ら,紀 州木地師 との関連も

考え られ る。特に紀伊神社 の祭神,五 十猛命 は,日 本書

(27)
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紀に よると,建 速須佐之男命の第一一皇 子で,紀 伊国に坐

す と記 され,父 神 と共に朝鮮半島に渡 られ,造 船用材 と

しての杉 ・松をはじめ多数の樹種 を持 ち帰 り,紀 伊国に

住 され,父 神の命に よ り全国Y'植 林 された神で,紀 族の

祖 神 とされている。

更 に中世未 期に此 の地方 の宰領で あった北条早雲は,

伊勢 国人で,伊 勢新九郎を名乗 ってお り,紀 伊 ・伊 勢の

木地 師 とも深 い誼 の上Y'立 った関係のあ った ことも想像

国土地理 院承認(昭.52)総 複第1224号
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され る。

したが って黒潮系暖地に多い樟 を求め木 地師集団が移

動 す るよ うにな り,彼 等は紀伊神 社が元来 「木 ノ神」を

祀 る神社で あることか ら,氏 神 として信奉す る と と も

に,轆 轤 の始祖で ある小野宮惟喬親王を合祀 し,尊 崇 し

た のであろ う。小 田原市早川に は 「木地挽」地名 も現存

し,こ れ は中世末期 に定着 した これ等木地 師集 団の居住

地 とも考}ら れる。

伊 勢の木地師は杓子作 りや,棒 物,更 に椀 ・鉢 ・盆 な

どは比較的大型製 品を好んで挽い ていたが,早 川紀伊神

社 宝 として残存 してい る2箇 の楠 材木地椀 は どち らも大

型 で,そ の一っ飯椀 と思われ るものは高 さ12cm,本 体 口

経19.5cm。 汁椀 と思われ るものは高 さ9.5cm,本 体 口経

ユ7.5c皿の素地 白木椀 で,形 は鎌倉時代に流行 した腰高椀

(呉器 ・盒 器)で製 作年代 は室町末期か ら,江 戸初期の も

の と推定 され,小 田市 の重要文化財V'指 定 され てい る。

早川紀伊神社に伝わる素地白木椀

これ は伊勢木地 師の東漸 を伝え る一資料で あるか もしれ

な い。 尚新編相模 風土記稿箱根宿 の項Y'i杓子町存在 の記

録 がある。此 の地は現在 の箱根町箱根 の芦川付近 と考x

られていて,東 海道箱根駅成立 以前か ら,箱 根権現 の門

前 町 として存在 した ことが記 され てい る。杓子木地定着

過 程 の一形態 として寺社に付随 して,そ の門前 に集落を

形 成 した とみ られ る。又轆轤木地師 と杓 子木地師の用材

利用法 には 相異 が あ り,用 材 の型取 も前老は丸木 の横

断,後 者 は縦割 とす る。 これは現在 の箱根細工で も,指

物 ・寄 木な どは杓子木地 の用材利用形態 と一脈通ず るも

のがあ る。

伊 勢木地師 と早川木地挽,及 び旧芦川 の杓子木地師 と

の関係には,種 々の疑問点 も多 く,今 後 の調査 にまたね

ばな らないが,箱 根 の木地細工 は,こ の紀伊神社 を祖神

とした早川木地師 との関連を無視出来ない。

皿

箱根山中に於け る木地挽 関連古 文書 として は,前 述し

た中世末の畑宿に与え られた印判 状二 通 と,元 亀元年北

条 氏政が湯本村に於 て,御 番細工をなすべ き旨の下知状

(金子家文書)が 知 られ てい る程度で,そ れ 以降近世末

期 まで確た る木地師に関す る文書 は発見 されず,近 世末

期 まで箱根 山中に於け る木地師 の動態V'つ い て知 ること

は極 めて困難 であるる。

近世末 に到って街道交通 の盛況化 と,箱 根 七湯之 の湯

治客の増加な どか ら,こ の地 に関する各種 の紀行文,地

誌,其 の他諸記録 も多 く見 られるよ うにな り,そ の中に

は箱根細工に関す るもの もい くつ か知 られてい る。(表

1)

以上 の点か ら箱根細工は湯 本 ・湯本茶屋 ・須雲川 ・畑

宿 ・箱根宿 ・塔 ノ沢 ・大平台 ・底倉な ど,旧 東海道及び

箱根七湯 の湯治場を中心に生産 されてい る状況 の一部が

確認、され る。

これ に関連 した 箱根木地師 の系統V'つ い て,杉 本寿氏

は 「木地師制 度の研究 」第二巻 の中で 「海路入 国した も

のであるから,紀 州 ・伊勢 の轆轤師が影響す るよ ううに

思われる。 また製 品の うえか ら観察 しても近 江一美濃一

三河一駿 河 コース北上 のルー トの産物 とは著 し く異 るも

のがあ る。製品の う}か らも,初 期第一波 の人々が入国

定着 した ものと観れ ら,い わゆ る 「箱 根細工 」または「湯

本細工」 の商品名の ものY'停 滞 もし くは停流 してし まっ

た ようY'思われ る,な かんず く,杓 子,玩 具が主流をな

し,盆 は菓子盆や茶盆,香 合 とい った類が多 く,中 世V'

おいて大和,吉 野地方で生産 した もので ある。」 と述べ

られている。

これについては前記した紀伊神 社の木地椀 の 例 も あ

り,大 いに研 究の余地 がある。

次V'箱 根山中 の氏子狩についてみるこ とにす る。近江

蛭谷(筒 井公文所)で は寛政11年 と文政13年V'こ れを実

施 し,そ の寄進帳V'は 両回 とも 「筒井正八幡 宮 御 社 鳥

居,長 床,御 本地堂破損修理 のための寄進所 希」 となっ

ているユ0)。

この寛政11年 度の場 合は箱根 山中では,塔 ノ沢17名,

底倉26名 の氏子狩 が実施 され てい る。又文政13年 の場合

も湯本茶屋挽物師17名(内,畑 宿1名),須 雲川 挽物 師10

名,湯 本村挽物師9名,塔 ノ沢挽 物師3名,大 平台村挽

物師9名,底 倉村挽物師3名,宮 城 野村挽 物師2名 が氏

子狩V'応 じてい る10)。大平台には天保8年 の 「当村人別

書 上御 帳」が残 ってお り,こ れV'よ ると,総 人数122人

中木地師32人(49%)(男21,女11,た だ し年寄,子 供

(29)
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年 号1柯 名1製 品 書 名

明 和4年(1767) 畑 宿1木 地 細 工 多 くあ り 長久保赤水 長崎行役日記

寛 正3年(1791) 湯 本 東 海道伊 豆屋 で雛 の芥子 人形 、挽 物細 工 東海道名所図会

寛 正9年(1797) 湯 本
湯本茶屋

色 を塗 った挽物 細工

雛 の芥子 人形
秋島籬島 東海道名所図会

享 和 元 年(1801) 湯 本 轆轤 もて挽物 せ し器 、細 小 な る玩 弄物 太田南畝 改元紀行

享 和2年(1802) 湯 本 名物の挽物細工 十辺舎一九 東海道中膝栗毛

文 化8年(1811) 湯 本
川 端
台ノ茶屋

挽物

方寸 の 中へ あまた入 る芥 子人 形
七湯技折

文 政7年(1824) 湯 本
畑 宿 挽物細工 小笠原長保 甲申旅日記

文 政9年(1826) 湯 本
畑 宿

家 具 、賛 沢品 、象嵌 や編 物 、漆塗 物 、生 の

樹 皮、 貝殻 を使 っ た もの
シー ボル ト 江 芦参 府紀 行

文 政13年(1830) 宮 城 野 神 代 杉 の小 箱 、箸 東雲草
天保6年(1835) 湯 本

畑 宿
細工物 いろい ろ
挽物 細工 東海道中記

天 保11年(1840)

一

湯 本
湯本茶屋
須 雲 川
畑 宿
大 平 台
塔 之 沢

呈樹 、ぜ ん、盆
茶せ ん

香 合 、烟 合 、円盆
盆

児童 の玩具

挽物 、塗物

新編相模風土記稿

天 保15年(1844) 塔 之 沢 六角 の煙草 入 、十 二 た まご、仕掛 の ある小 箱 滝亭鯉丈 温泉土産箱根草
天 保 年 中(1830～) 湯 本 挽 物 、 うぐいす箱 東海道名所図会

嘉 永 年 中(1848～) 箱 根 広重浮 世絵 「箱根 屋 外茶番 屋膝 栗 毛」 の箱

根 関所 の 図 にさや形 、 きっ こ う文 の寄 木細
工 を画 く

安藤広重 屋外茶番膝栗毛

安 政2年(1855) 畑 宿
湯 本 青貝 の塗物 、鏡 台 川路 聖謨 下 田 日記

文 久3年(1863) 湯 本 挽物細工 歌川貞秀 箱根三枚橋勝景

表1近 世末期の紀行文,地 誌 などに記 されて いる箱根細工9)

ハ除 く)が 集計 されてい る11)。この点か らも大平台の木

地師全員が氏子狩に応じたものではない と断定出来 る。

底倉村の明治10年 戸籍 簿では8),全 戸数78戸 う ち指物

5,挽 物26,塗 師4,湯 泉宿13と な っていて木地 関係者

が35戸 と全体の45%に 近 く,湯 治場に維存す る木地師 の

特異性 が よくあらわれ てい る。寛政期か ら明治初 期にか

けての底 倉では特別 な人 口増減 の因子は考え られ ない の

で,底 倉 の場合 も木地師全員が氏子狩 に応 じた とは云}

ないわけ である。 これは他の氏子狩 を受けた村 々にも該

当す るわけ で,い ずれの木地師達 も申し合せた如 く 「う

じこか り」分 しか奉納せず,他 地方 の如 く 「なお しど」

「鳥帽子着」 「くわん と」な ど式銭 を納 めた例 は一件 も

な く,極 め て形式的な儀礼をつ くした のみ であ る。 この

点は文政13年 の場合 もほ とん ど同じである点に も箱根木

地師 の特異性 の一端をのぞかせているQ尚 明治初年君が

畑(高 松御所)が 滋賀県庁に提出した と推定 され る 「木

地師 ノ義 ニツキ答 申書」の筆 写一簿冊が金竜寺に現存 し

てい る12)。弘化3年4月 相州箱根底倉村挽物職人 として

松 屋ほか7名 の名がみ}て い る。 この うち三郎兵衛,嘉

兵 衛 新六 の3名 は文政13年 の蛭谷(筒 井公文所)の 氏

子狩帳 にも記 され てい るので同一人物 と思わ れる。 した

が って底倉村 のみが東 ・西両 木地根元の氏子狩 を受けた

ことにな る。君が畑 も全 国規模で氏子狩 を実施 してきて

い るので,相 州箱根木地師について も,そ の存在 は伝x ..

聞か され てい るはず だが,全 簿 冊を道 じこの一件 しか記

されていない。

これ らは前述した早川 の紀伊 神社 に伝わ る惟喬親王」'YY`

関する 「親王縁 起」をみ てもわ かるよ うに,他 地方に伝

わ るもの とは全 く別 の 口碑 が伝承 され ている点か ら箱根

木 地師 集団は場 合によっては近 江根元地 の支配に属 さな

い独 自の木地師 の系統で あるか もしれない。又来 ノ宮信

仰 の有 力資料 として 「走湯 山縁起」な どもあ り朝鮮か ら

の渡来 人の伝承 との関連 も考 えねば ならないのではなか

ろ うか。

以上述べ てきた箱根木地師は,早 川下流の 平 坦 地 か

ら,同 じ早川庄 の湯本方面,須 雲川 ・畑宿 ・箱根宿,又

(30)
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は 塔 ノ沢 ・大 平 台 ・底 倉 方 面 に 用 材 を 求 め 移 住 し,集 落

形 成 過 程 の 一 つ の核 的 存 在 とな った と思 わ れ る。

注

1)1.箱 根物産協同組合(42)2.箱 根物産製造 問屋組合(31)

3.小 田原木製 品協 同組合(12)4.小 田原漆器協 同組合(9)

5.小 田原木 工芸組合(66)6.箱 根 物産指物 協同組合(31)

7.小 田原玩具事業協同組合(21)8.小 田原玩具挽物工業協

同組合(8)9.小 田原 キャ ビネ ット組合(9)10,箱 根物産

象 嵌 ミシ ン振興会(17)11.箱 根物 産製材組合(13)12.箱

根 物産技術振興会(13)13.箱 根 物産湯本指物組合(22)

14.箱 根物産寄木工芸協同組合(13)()内 は組合員数

2)村 民仁兵衛所蔵文書 日,畑 之宿人連々退転いたし候問,御

尋候処,早 雲寺殿諸役御免許候得共,近 年左様の儀 も不入

候間,退 転いたす由申に付て,三 ケ条之以一ツ書諸役御免

許,こ き御分国中於何方も商売可仕候 由,被 仰出候云々,

弘治二年,丙 辰三月十九日 畑宿源左衛門,九 郎左衛門,

孫右衛門,石 巻花押

3)又 日,於 在々所々,地 頭代官こき商売役取事,鱈 買銭 之

事,当 宿中諸役之事,右 三ケ条改て令免許候,井 山中半田

於役所,横 合之儀不可有之候,自 今以後兎角之儀申掛者有

之者,以 目安可申上云々,、弘治二丙辰三月十九 日,宛 名前

に同じく虎の朱印あり。

4)鎌 倉東慶寺大工棟梁金子氏文書日,番 匠衆被召寄事,国 府

入郎左衛門 ・同所太郎左衛門 ・花水善次郎。同所木工助 ・

同所惣右衛門 ・鎌倉源二三郎 ・金沢小三郎。以上七人。右

番匠来十二 日湯本へ居着。当年御番細工可致之。縦煩候共

罷越可申断者也。仍如件。庚申卯月九 日,南条山城。興津

筑後,大 工太郎左衛門 虎朱印

・)相模国r.下 郡早川庄早川里罐 縮 大欟 髞 謂 隸

地蔵大菩薩

津彦命

抑惟当社木宮大権現登申奉流ハ人王五十五代文徳天皇ノ皇

子惟高皇子ヲ鎮座し奉る。其来由ハ天皇御在位入年二て皇

子姫宮数多在けるハ中二も第一を惟高親王と申奉る。更衣

器(紀)御腹な里。末の皇子惟仁親王者皇后の御腹二ていま
し,当 歳二渡 らせ給ふ。然るに惟高親王ハ潤月 日蝕の御出

生な連ハ召仰の義叶せ須,巳 後公郷雲客御評定阿里て惟仁

親王御譲位に定りけれハ,惟 高親王逆鱗ましまし亭,御 謀

反召し立て給ひ,御 両統の御争 と成,惟 高親王干時十九歳

御軍に利なくして打負玉ひ捕登成 らせ給ふ。天安二戊寅年

也。依之惟仁親王九歳にて太子二立せ給ひ,是 を人王五十

六代清和天皇登申奉流,其 後惟高親王を伊豆ノ国二流 し奉

るべしと定 りて天安二年の春都を出給い,配 所 に趣(赴)給

ふ。翌貞観二年六月下旬御息所 ・若君 ・姫宮及び官女等を

伴給ひ,小 倉次官兼久 ・加藤中務承光俊 ・弟加藤兵衛尉光

吉供養し,都 を出て伊豆国に至らせ給ひ,い ろ い ろ尋 給

ひ,河 津の郷に止 り給ひて尋へとも惟高皇子ノ御行衛(方)

知る人更二なし。嘆々山また山を越給ひ相模の国に趣(赴)

給ふ道二て七歳二成給ふ若君崩御 し給ふ。此 所 二納 奉す
る。是岩ケ崎の児大権現 と申奉るこれな里。爰二惟高親王

者流上風汲荒ふし亭思わ須も相模国唐土ケ浦に着給ひ,暫

爰二止里漸陸路二上らせ給ひ,伊 豆の国二趣(赴)給ふ。道
よ里御脳にて早川浦迄着せ玉ひ,其 後ハ早川二止 り給ひ程

なく崩御なれハ里人歎きか那しミ御住居の跡に取納め貴き

宮と称し奉流灘 芒1i嬲奨羅 爨 童軒羈 霍麋爰に

御皀所 ・姫宮,加 藤 ・小倉御供し亭尋成 らせ玉ひ,惟 高親

王崩御の由を聞給ひ御歎の阿ま里,此 所二止里給ひて御在

位のことく津かへ給ふ。官女達加藤 ・小倉など仕業なけれ

ハ木地を挽て養育し奉る。其子孫早川二残里て木地挽登名

を呼里,是 迄都の外木地挽事なか里しガ其後各書(所)に木

地を挽事を習ふ。小倉兼久と加藤光俊ハ爰 二止里弟加藤光

吉ハ都二帰里斯登奏聞しけれハ,清 和帝勅聞阿里て勅使鳥

丸大納言光泰公早川二下向阿里て親王を奉 して木地大権現

と勧請阿里。早川庄を寄進志給ひ,加 藤 ・小倉代 々支 配

す。是越早川党と号する。……中略……

爰二源二位頼朝公木宮大権現二二百余町を寄附志給ふ。然
二相模入道高時の代聊遺恨阿里て神領没収 し,其後ハ十分

ケーを残せ里,惟 高親王海上風波の難を思 し召し,未 代渡

海 ノ輩,風 波の難を守るべしとの神誓,是 のミニ限 らすも

ろもろの難病誠二疱瘡の難を救へしと誓給ふ。其霊験甚阿

らたかな里,可 伝被仰ものな里。木宮権現之宮居相,豆 二

所々有之。中二茂伊豆国ニハ河津村御領十七ケ村氏神別当

木宮山地蔵院といふ。其外高麗寺,伊 豆山,網 代村,相 模

国には岩村,真 鶴村,愛 甲村,平 塚村,田 中村(伊豆),河

津村(伊豆),早 川村所々勧請阿里といへとも,早 川村木宮

権現ハ御尊躰を納奉里,其 むかし,誠 二勅使御下 向 阿 里

て,御 宝祚延長の霊社な連 ド相模入道没収の後ハ小社とな

りて十分一を残せ里。・…・・中略・…・・

此縁起破滅せん事をケ那しミ禿毫を恥すして記もの也

永正十七年庚辰年三月廿三日

加藤氏 景晴 花押

小倉氏 兼高 花押

按 うに此記中,他 の書に未た見あたらぬ事 も,ま まありて

信しかたけれとも,古 来の記なりと里人の伝ふるま},此

に挙 けぬ

紀伊大権現 宮司

(現在紀伊神社には 「木宮大権現由来記」の写本も存在

してないので明治18年刊行の皇国地誌及び杉本寿 木地師

制度の研究第二巻を参考とした)

6)徳 永真一郎 ・藤井真斎 わがふ るさと近江1

7)小 田原市早川

真鶴町岩

熱海市来ノ宮

伊東市

田方郡中大見村

賀茂郡河津町
〃

紀伊神社

貴ノ宮神社

来 ノ宮神社

来 ノ宮神社

木 ノ宮神社

来ノ宮神社

来 ノ宮神社

8)杉 本寿 木地師制度の研究第二巻

9)岡 崎正則 ・岩崎正純 ・田代道弥諸氏の資料 に一部加筆

10)杉 本 寿 木地師支配制度の研究

11)田 代道弥 箱根木地師資料(神 奈川史談]5号)

12)橋 本鉄男 木地屋の移住史1

(31)


